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２０２１年９月２４日（金）午前１０時～午後１時

軽井沢プリンスホテルウエスト
メインバンケットホール長野
※ＷＥＢによるライブ配信も行います（以下をご参照ください）
※会場でのご参加又はWEB視聴のいずれの場合も参加費は無料です

主催 関東弁護士会連合会・長野県弁護士会

■会場でご参加の場合

以下の申込専用フォームにより、事前のお申込みを
お願いします（関弁連ホームページのお知らせ欄から
お申込みいただけます。）

https://forms.gle/XQRW8p2mcV1YGdXj7

http://www.kanto-ba.org/

ＷＥＢ参加のためのＵＲＬ、シンポジウム
の資料は、９月２１日（火）頃までに、
関弁連ホームページのお知らせ欄に
掲載の予定です。

■ＷＥＢ配信をご視聴の場合

 一般の方（※定員：５０名）

 弁護士の方
関弁連ホームページ（以下ＵＲＬ又は二次元コード
からアクセスください）掲載の大会等のパンフレット
によりお申込みをお願いいたします。

https://forms.gle/XQRW8p2mcV1YGdXj7
http://www.kanto-ba.org/


シンポジウム

シンポジウム会場のご案内

基調講演

委員会からの報告

〔お問い合わせ先〕

「性別違和・性別不合がある」とは、「ＬＧＢＴ」の「Ｔ」（トランスジェンダー）のことです。「出生時に割り当てられた性別が、自己の性別
についての認識（性自認）と一致せず、身体的な性別ないしは社会的な性別に違和感がある人たち」などと説明されることが多いと思
います。その実情を知り、法律家の視点で問題点を分析し、具体的な政策提言を行うことが、本シンポジウムの目標です。

近年、「性同一性障害者性別取扱特例法」の要件に関する違憲主張を伴う訴えが次々に起こされ、職場や施設での対応をめぐる訴
訟も注目されています。

もっとも、トランスジェンダーの困難はこれらに留まらないのが実情でしょう。トランスジェンダーの困難は、人生のあらゆる段階、日
常生活のあらゆる場面に存在しています。

その実態を、私たちはもっと深く具体的に知るべきであると考えました。一人ひとりの人格の根幹を形成する性自認の重要性を認識
すると共に、差別の実情にも踏み込み、その上で、場面ごとに問題となる点を検証して、解決の方策を示したいと考えています。

日 時 ２０２１年９月２４日（金）午前１０時～午後１時
場 所 軽井沢プリンスホテルウエスト 「メインバンケットホール長野」 ※ＷＥＢによるライブ配信も行います

テーマ 性別違和・性別不合があっても安心して暮らせる社会をつくる
―人権保障のため私たち一人ひとりが何をすべきか―

虎井まさ衛（とらい まさえ） 氏

第１部会 総論－憲法論
第２部会 法律上の性別変更の問題
第３部会 性別表記・性別欄の問題
第４部会 医療の問題

第５部会 トイレの問題
第６部会 子どもたち（学生）の問題
第７部会 労働の問題
第８部会 刑事収容施設の問題

関東弁護士会連合会
〒１００－００１３ 東京都千代田区霞が関１－１－３ 弁護士会館１４階

ＴＥＬ：０３－３５８１－３８３８ ＦＡＸ：０３－３５８１－０２２３

軽井沢プリンスホテルウエスト 「メインバンケットホール長野」

〒３８９－０１９３ 長野県北佐久郡軽井沢町軽井沢

ＴＥＬ：０２６７－４２－１１１１

◆アクセス（電車）
ＪＲ軽井沢駅よりタクシーで約２分 徒歩約１３分
ＪＲ軽井沢駅南口より約３０分間隔で無料シャトルバスを運行
（８：００Ａ.Ｍ.～９：００Ｐ.Ｍ.）
※１２：００ＮＯＯＮ～１：３０Ｐ.Ｍ.の間は運行間隔が異なります。
※運行ルート及び季節により運行時間が異なります。
※詳しくはホテル公式ＨＰより「ピックアップバス時刻表」をご覧ください。

https://www.princehotels.co.jp/karuizawa/pickup_bus/
◆アクセス（お車・タクシー）
上信越自動車道碓氷軽井沢ＩＣ.から１１㎞ 平常時約１２分
※ご宿泊のお客様は駐車料１台１０００円頂戴します。

●会場参加をご希望の一般の方につきましては、チラシ表面掲載のＵＲＬ（会場
参加申込フォーム）より、事前にお申込みいただきますようお願いいたします。

なお、定員（５０名）に達し次第、会場参加申込みを終了いたします（会場参
加申込みを締め切った場合は、関弁連ＨＰに掲載いたします）。

●会場参加をご希望の弁護士の方につきましては、関弁連HP掲載の定期弁護
士大会・シンポジウムのパンフレットによりお申込みをお願いいたします。

●本シンポジウムは、ＷＥＢによるライブ配信を行います（事前のお申込みは不

要です）。ＷＥＢ参加のためのＵＲＬ、シンポジウムの資料は、９月２１日（火）頃
までに、関弁連ＨＰのお知らせ欄に掲載の予定です。

著述業。大学非常勤講師。性同一性障害当事者・研究者・支援者のためのミニコミ誌「ＦＴＭ日本」を１６年間主宰する。幼児期
より性同一性障害に悩み、大学卒業後、渡米して女性から男性への性別適合手術を受ける。その前後の１９８７年より、著述・講
演など性同一性障害についての啓発活動を始め、１９９４年に創刊した「ＦＴＭ日本」は国内外の研究者・教育者にも広く参考にさ
れていた。東京都人権啓発ビデオ（東映製作）への出演、「３年Ｂ組金八先生」第６シリーズへの協力など、性と人権について、教
育現場や特にメディアを通じてアピールすることに力を入れている。関連著書多数。

https://www.princehotels.co.jp/karuizawa/pickup_bus/
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